
                                           
 
 
 
 
 
 
 
 
 

Akiha 教育懇談会 報告書

令和６年度 

令和６年８月２３日（金） 
秋葉区文化会館 
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資料２　



　　１６：０５　コーディネーターによる総括

 　【 閉 会 】

　　１６：１５　閉会あいさつ（ 自治協議会 会長 ）

　　　　　　　　アンケート

　　１６：２０　解　散

　・まちづくりにかかわる個人や団体・新潟大学等の学生

　・区内のコミュニティ協議会・自治協議会委員・ＣＳ委員

　・副市長・秋葉区役所(区長・課長 他)

　・新潟薬科大学(学長・副学長 他)・教育委員(２名)

　　(園長・校長・教頭・教諭・地域教育コーディネーター・ＰＴＡ役員)

　・区内の幼稚園・保育園・小学校・中学校・高校

１　事業目的

　・秋葉区の個性を生かし、次世代を育む環境づくりを推進するため、区内教育担当者を

　　対象にした懇談会を開催する。

　・地域の子どもを育てる当事者としての意識を高め、地域の教育向上をはかるとともに、

　　地域が教育に積極的にかかわる機運を醸成する。

２　日　時

  　令和６年８月２３日(金)　１３：３０～１６：２０（開場　１３：００）

３　会　場

　　秋葉区文化会館　大ホール・練習室 1

４　テーマ

　　未来を担う子どもの豊かな成長は「地域とともにある学校づくり」から

　　　～学校と地域の連携で未来を支える防災をどう考えるか～

６　参加者

　　１４：１０　小新中学校「学校における防災教育の実際」小新クエストの取組み

　　１４：３５　移動・準備・休憩（１５分）※大ホール舞台、練習室 1 へ移動

 　【 第２部 グループワーク 】(５０分)　※コーディネーター：大正大学　金子 洋二 氏

　　１４：５０　テーマ「地域の未来を支える防災をどう創るか」

　　　　　　　　・地域防災の未来像を共有する

　　　　　　　　・目指す未来像のための課題とその解決方法について

　　１５：４０　移動・休憩（１０分）

　　１５：５０　情報共有・感想発表

５　日　程・内　容

 　【 開 会 】

　　１３：３０　開会あいさつ（ 副市長・新潟薬科大学 副学長 ）

 　【 第１部　情報提供・地域学校協働活動発表 】（５５分）

　　１３：４０　区長報告「Ｒ6 秋葉区方針：災害に強く、こども真ん中の秋葉区づくり」

　　１３：５０　新津第二小学校「新津川おかえり☆灯りぷろじぇくと」成果発表
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(複数回答可)

８　Ａｋｉｈａ教育懇談会・参加者アンケート結果（回答人数：８４名）

割合(％)

9.18%

4.08%

18.37%

0

8

0

0

0.00%

0.00%

７　参加状況　 参加申し込み人数 １２７名

（１）あなたの立場を教えてください（複数ある場合はすべてにチェック）

学　生

回答数

9

4

18

割合(％)

21.43%

回答数

21

2

15

8

13

2.04%

15.31%

8.16%

13.27%

8.16%

0.00%

立 場

学校側

地域側

保護者

その他

立　場　詳　細

管理職

地域連携・防災担当職員

学校運営協議会委員

自治協議会

ＰＴＡ

行　政

上記のいずれでもない

立　場　詳　細

地域教育コーディネーター

その他 (ＣＳ・教諭 他)

コミュニティ協議会

その他

　　得ることができましたか

1・大いにそう思う 29 34.53%

　・地域の方との交流ができた。

2.38% 回 答 合 計 84 100.00%

回答数 割合(％)

47 22.28%

69

10.90%

5.69%

14.69%

13.27%

0.47%

5・未回答 2

　上記質問で「7・その他」回答の意見

（３）Ａｋｉｈａ教育懇談会に参加して、あなたにとってどのような成果がありましたか

割合(％)

2・おおむねそう思う 48 57.14%

32.70%

0.00%

5・未回答 1 1.19% 回 答 合 計 84 100.00%

４・テーマ「地域の未来を支える防災をどう創るか」について、具体的なアイデアを

211 100.00%

3・あまり思わない 6 7.14% 4・思わない 0

　質　問　内　容

1・自分の意見を述べることができた

2・他の人の意見を聞くことができた

3・話す中で自分の考えを整理することができた

4・どのように議論をすすめるのか、参考にすることができた

5・テーマに対する知識やアイデアを得ることができた

6・多くの人と交流することや話をすることができた

7・その他（下記に、回答意見記載）

　回答合計　回答者84人( 複数回答あり、回答数 211 )

23

12

31

28

1

質　　　問 人　数 割合(％) 質　　　問 人　数

　回答合計　回答者84人( 複数回答あり、回答数 98 ) 98 100.00%

割合(％)

46.43%

3・やや不満足 4 4.76% 4・不満足 0 0.00%

2・まあ満足 3939

人　数質　　問

1・とても満足

割合(％)

46.43%

質　　問 人　数

（２）Ａｋｉｈａ教育懇談会に参加されて満足でしたか
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　・未来像は幅広い内容により、まとめるのが難しかったです。

　・防災の取り組みは、テーマとして難しかったです。

７・Ａｋｉｈａ教育懇談会についての感想など、ご自由にお書きください

　・地域の未来を支える防災をどう創るかを考えたので次は実践ですね。内容を広く発信

　　共有して欲しい。設営お疲れ様でした。

　・地域同志の連携も視野に。オールＡｋｉｈａ・オールＮｉｉｇａｔａの意識を。

　・関係者の交流ができる良い機会となりました。

　・今年で１０年続いている会です、毎年のテーマを強化させて継続してください。

　　開催を希望します。

　・若い世代（これから義務教育の子をもつ親）の声。企業(起業も含む)や移住者から

　　あるとすれば、どのような取り組みを考えていけばよいのでしょうか。

　・子ども達も参加した内容を検討してほしい。教育の当事者の子ども達の話を聞いてみたい。

　・地域が学校に求めること。

　・各地域・コミュニティ協議会・学校・会社等において、防災教育を必修としたながれを

　　つくる提案をしたい。

141 100.00%合　　計　（　複数回答あり、実際の人数より多い　）

　上記質問で「その他・自由記述」回答の意見

　・「主体性を持つ子どもを育てるためには」を学びたい。

　・懇談会後の実行をどうするか？ここを進めないとダメ。

　・大人だけでなく、児童・生徒も参加する形をぜひ。

　・「地域とともにある学校」の先進事例の紹介。

　・小・中・高・大学生の出席できるテーマを希望します。彼らの意見が反映される会の

　　を及ぼすといわれています。秋葉区ではそのような状況があるのでしょうか。

　　みた教育への提言。

　・家庭の経済状況により、子どもの体験に格差があり、その事が子どもの成長に影響

学校と地域が協働して課題解決する事例を知りたい

その他・自由記述

質　　　　　　　　　　　　　問 回答数 割合(％)

42 29.79%

38 26.95%

51 36.17%

10 7.09%

他校や他地区の地域学校協働活動や地域防災の事例について知りたい

さまざまな立場で教育に関わる者が集まって意見交流したい

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(複数回答可)

６・来年度のＡｋｉｈａ教育懇談会に取り入れたい内容や期待することは何ですか

1・大いにそう思う 30 35.72% 2・おおむねそう思う 49 58.33%

3・あまり思わない 3 3.57% 4・思わない 0 0.00%

5・未回答 2 2.38% 回 答 合 計 84 100.00%

５・テーマ「地域の未来を支える防災をどう創るか」について、自分にもできる

　　ことがあると思いましたか

質　　　問 人　数 割合(％) 質　　　問 人　数 割合(％)
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　・(防災・教育懇談会)に気軽に参加できる会を、年間事業として、回数を増やすと良い

　　ました。

　　行うことが必要なことなどを整理して、それぞれが少しでも取り組み、解決できたら

　・話し合った内容の中で行政としてできること、学校・地域でできること、連携して

　　です。

　・ありがとうございました。防災教育推進に関する予算があれば教えて頂きたいです。

　・多くの方が集まって議論できる場は貴重と思います。

　・今回のように１グループ４人ぐらいが話し合いやすかった。

　・地域活動を知ることができ、とてもためになりました。他人事ではなく、自分事と、

　　して捉え考えることができて良かった。　

　・年に複数回開催をした方が、よりいろいろなことに意識が行くので良いと思う。

　・違う立場から一つの課題に対して意見交換することで、新たに発見や考え方に触れる

　　ことができ、とても有意義な会でした。

　・時代に合ったテーマ(防災)で、良かったです。小新中学の取り組み紹介も良かった

　・グループワークで話すとあっという間の時間でした。いろいろな方のお話を聞けて

　・様々な事例を紹介して頂き、大変参考になりました。

　・とても有意義な会で勉強させていただきました。来年も楽しみにしています。

　　楽しかった。

　・貴重な機会で、とても利のあるグループワークができました。今後に活かしていけ

　　ればと思います。

　・参加して良かったです。

　・小新中学・校長先生の防災とロボットの相性が良いことが勉強になりました。

　・いろいろな立場の方と共通の課題でお話しすることができて有意義でした。

　・防災について、もっと時間をとってほしかった。

　・小・中・高・大学生の連携組織の分科会等のできることを期待する。

　・最後の発表とまとめに関して、だいぶ雑な内容でした。

　・毎年、楽しみにしています。

　・組み合わせがよいグループで普段話さない人とお話ができ、楽しく深まりました。

　　運営等、ありがとうございました。

　・スムーズな進行、わかりやすい発表、自由に述べられる環境、とても良かったです。

　　同じ意識を持った方々の集まりなので、情報交換(雑談)が有意義でした。

　　よいです。

　　と思う。

　・貴重な機会をつくって頂きありがとうございました。防災への関心を高めることができ

　・普段、防災に対する危機意識が低かったので、勉強になった。防災訓練は大事なん

　　だと思いました。

　・立場で話すことと個人の行動について話すことは、やはり違うものだと思った。

　　本音も聞くことができて良かった。

　・初参加でした、とても勉強になりました。ありがとうございました。

　・いつも勉強になります、ありがたいです。
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　・とても貴重なお話をたくさん聞くことができました。ありがとうございました。

　・防災を人任せでいた様に思います。実際に自分の身に起こるという意識をもって

　　様々な情報にしっかり耳を傾け、意識をしっかり持つことでいざという時に行動

　　できる様にしていきたいと考える、良い時間をありがとうございました。

　・地域防災の未来像の意味がはっきりしなかった。話し合いのながれとして、

　　もう少し未来の意味を、金子さんのイメージで話してほしかった。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

 

　・小新中学の発表が、防災とロボットをテーマにしており、これからの時代を考える

　　参考となってとても良かった。

　・初めて参加しました。とても有意義な教育懇談会でした。ありがとうございました。

　・他校・他地域の保護者や地域の方と親しく話ができありがたいです。いろいろ勉強

　　になることがありました。

　・いろいろな話を聞くことができてよかったです。ＰＴＡの役職でないと呼ばれる

　　ことがなかったので、一般の人でも参加できればいいなと思う。

　・今後とも同様の機会を継続されますよう、祈念申し上げます。特に環境や防災を

　　キーのテーマにしての展開は、意義深く懇談会の意義を実感しました。

　・第二小学校の事例、地元に住んでいても知らないことがありました。

　・様々な立場の方の意見を聞くことができ、有意義だった。
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第１部 
 
 
 

区長報告 
地域学校連携協働活動発表資料 
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1 

 

令和６．８．２３ 

学校における防災教育の実際 
 

新しい時代を考える小新中学校 保科賢一郎 

 

 東日本大震災以来、学校が防災の拠点となることが求められています。大きな災害が発生

した場合、最初の３日間は、校長が中心となって、地域となんとか乗り切らなければいけな

いことになっています。 

 また、防災は教育として学習計画の中に位置付けなければいけません。学習内容は、地元

で起こるであろう災害だけでなく、将来どこに住むかわからないので、津波や放射線災害に

ついても学習します。 

 以上のようなことから、地域にとって、学校は防災の拠点として、とても頼りになる場所、

安心できる場所として期待されています。 

  

１ 学校防災における３つのねらい 

（１）災害時における地域の防災拠点となる。 

（２）災害時に子どもたちが自分の判断で避難できるようにする。（大人になっても） 

（３）地域と連携することで、学校への協力と理解を得る。 

 

２ 地域の防災拠点となる学校 

（１）災害発生前：気象情報により台風・大雨の発生が予想される場合 

  ① 気象アプリなどで常に気象状況を確認する。 

   ・wethernews：一般的な天気予報（災害、体育祭、練習試合） 

・Yahoo：一般的な天気予報（災害、体育祭、練習試合） 

・NHK NEWS：緊急速報など（緊急地震速報、災害状況の正確な情報） 

・The WeatherChannel：シンプルで見やすい 

・Windy：主に風に特化した情報（ピンポイントで風速がわかる） 

  ② 状況の悪化が予想される場合、授業短縮や臨時休業を考え始める。 

・ 校区内の小中学校と連絡を取り合う（教頭） 

・ 近隣の小中学校の対応を参考にする（校長） 

・ タブレットを各自が持っているので、オンライン授業に変更することも可能。 

  ③ 短縮授業、臨時休業などの一斉下校の措置をとる。 

・ 一斉配信メールで保護者に伝える。 

・ 給食を止める。（間に合う場合は） ※牛乳の業者が違う場合もある 

・ 教職員は通学路の巡視を行う。 

  ④ 気象状況によっては、学校で保護することもある。 

   ・天候が落ち着くまで、学校で待機することも考える。 
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（２）災害発生時 

  ア 校外活動中 

   ① 活動を中止し、帰校させる。 

   ② 帰校できる状況でなければ近隣の避難できる場所に避難する。 

  イ 登下校中 

   ① 学校にいる子どもの安全確認 → 教室待機、または体育館に集合 

   ② 登下校途中の子どもの安全確認 → 可能であれば教職員が巡回 

   ③ 各家庭に連絡し、安全を確認 

  ウ 夜間・休日の場合 

①  ４号配備（震度６弱、大津波警報、氾濫危険水位超）→全教職員参集 

②  ３号配備（震度５強５弱、津波警報、氾濫危険水位増）→校長か教頭＋職員２名 

   ③ 準３号配備（地域の状況による避難所開設指示）→校長か教頭、職員２名 

※ いずれの場合も参集後、避難所開設員（近隣の行政職の方）と協力する。 

学校に参集できない場合は、住まいの近くにある避難所の支援に行く、 

  エ 休業措置：教育委員会から指示あり 

  オ 避難所運営：大きな災害の場合は、職員を４班に分け、３交代で対応 

   ・最初の３日間を乗り切る。 

（３）避難所運営 

  ア 教職員の役割 

   ① 校長：避難所の管理・運営に協力 

   ② 教頭・教諭：避難所運営に協力 

   ③ 養護教諭：学校医と連絡をとり、避難所の救護活動に協力 

   ④ 事務職員：教育総務課と情報連携し、学校施設のライフラインを確保 

  イ 避難所使用教室等 

   ① 使用可能：体育館、武道場（感染者用）、普通教室 

   ② 使用不可能：校長室、職員室、保健室、放送室、特別教室、図書室、給食室 

※ 高齢者、障がい者、傷病者、妊産婦、乳幼児には良好な部屋を優先的に提供 

※ ペットの避難場所も状況によっては準備する。 

（４）教育活動の再開：教育委員会や地域と相談しながらゆっくり考える。 

 

３ 防災教育（小新中学校の取組） 

 ＜総合的な学習の時間【小新クエスト】＞ロボット・AI をテーマに３年間の学習を収束 

１学年 ２学年 ３学年 

○防災（小新レスキュー） 
○福祉（小新ウェルフェア） 

○職場体験（小新ハローワーク） 
○修学旅行（小新ジャーニー） 

○ロボット（小新ロボット） 
 福祉支援ロボット・災害対応ロボット 
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（１）１年生 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２）２年生 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２年生総合「小新ハローワーク」「小新ジャーニー」 

 ２年生では、１年生で学んだことを基に、将来的な職業やキャリアの視点ももちながら、「人でな

いとできないこと」「人でなくてもできること」を観点に職場体験を行います。1２月上旬には、長

岡・燕・三条方面と関東圏への修学旅行でロボット・AI と職人の技に触れてきました。 

修学旅行事前学習 

パネルディスカッション 

⾧岡技術科学大学の学

生さんから説明を聞い

ています。災害時期待

されるロボットです。 

実際に国際ロボット競

技大会で活躍している

本物のロボットもあり

ます。 

１年生では基本的な防災や福祉の基本を学び

ます。１０月には福祉学習の成果の交流も行い

ました。写真は各班でプレゼンテーションの練

習をしている授業の様子です。 

１年生総合「小新レスキュー」 

「小新ウェルフェア」  

 防災の学習では、11 月に元消防士を講師に心肺蘇生法を学びました。また、12 月には新潟工業高等

学校土木科の生徒による防災出前授業がありました。高校生が学校にやってきて、土木科で学んだ防災

の知識をもとに授業を行いました。 

２月には、小新小針包括支援セン

ター様、済生会病院様による講演会

を受講しました。福祉の学習を高齢

者福祉に特化して学習することで、

現代社会の問題を知ることができま

した。 

令和２～３年度 
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（３）３年生 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３年生総合「小新ロボット」 
 ３年生では、これまでの防災・福祉の学習を基に

ロボット・AI を本格的に学び、現代社会の問題に対

して、自分なりの解決への提案を行う学習を進めて

います。 

具体的には、20４0 年に実用化を目指すロボット

やアプリケーションを構想し、それが活躍する未来

の小説「未来防災小説」を書いて Apple 社の book

にデジタルブックとして発刊しました。ChatGPT

を活用して校正を行いました。 

 

グループによる各自の構想の検討

の様子です。iPad を使って各自

が行うプレゼンを基に班で意見を

交換しています。 

iPad は生徒にとって欠かせない

学習ツールになりました。 

「未来防災小説」デジタルブック 

「未来防災小説」は、３年間の学習を再構成してまとめる有

意義な探究過程であると実感しています。１年生から学んでき

たことを再構成して小説を書くことになります。 

令和５年度からは、ChatGPT も活用して、よりよい小説を

書くようにしています。 

Apple のアプリ book の検索で「小新中

学校」と打つと全部で７冊の「未来防

災小説」を無料でダウンロードできま

す。世界のトップ４に入りました。 まとめの段階で、グループによる検討会を行いました。

iPad にまとめた発表内容の意見交換を行い、不十分な知識や

情報を付け加えて完成させました。 

また、２０４０年に実用化を目指すロボット・AI のアイデ

ィアを校内の掲示板に掲示したり、ウェルカム参観日に参観

者に感想をもらったりすることで社会にとっての必要感を実

感しました。 
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【未来防災小説 ３年１組１班の実際（書き出し部分のみ）】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【新潟工業高等学校ロボット部 リモート講演会 振り返り】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

近隣で活躍している新潟工業高等学校ロボ

ット部のデモンストレーションを依頼するこ

ともあります。令和２年度は残念ながら、新

型コロナ感染症によるまん延防止等重点措置

期間で高校生は参加できませんでしたが、顧

問の先生からリモートで紹介していただきま

した。 

新潟工業高校ロボット部が全国でもトップ

クラスの活躍をしていることを知りました。 

ロボット部の活動の様

子を紹介していただき

ました。 

新潟工業高等学校ロボット部の紹介 
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【３年間の「小新クエスト」全体の振り返り】 

 

 

４ おわりに 

 ２０年前に総合的な学習の時間が教育課程の中心になったとき、キャリア教育も防災教

育もありませんでした。 

 東日本大震災をきっかけに防災教育が総合的な学習の時間の必修のようになりました。

防災教育は現代社会の状況からみて、学習しないわけにはいきません。そこで、小新中学

校は、「ロボット・AI」というテーマをみつけたのです。防災教育を大切にさらに学校が個

性ある独自性をもったエネルギーのある学習計画を立てることができました。これからの

防災教育を考える際の参考にしていただければ幸いです。 

「福祉支援ロボット」体験 

９月末、さくらメディカル様の協力を得

て、実在する福祉支援ロボットを実際に体験

しています。地域の方に案内を出し、民生委

員の皆さんにもお越しいただいて、一緒にロ

ボット体験を実施しています。 

これまで、考えてきた自分たちのロボット

に似ているものもあり、毎年新しいテクノロ

ジーを体験させてもらっています。 

福祉支援ロボットを体育館に集めて

もらい、実際に体験することができ

ました 
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教育理念：新しい時代を考える 小新中 

１ 小新中学校の紹介（YouTube・HP） 

（１）文部科学省 【中学校編】1 人１台端末で学校が変わる！   ＜開始１０分後＞ 

（２）時事通信社 教育奨励賞 優秀賞 表彰式（全国第１位） ＜開始３分３０秒後＞ 

  令和５年１０月３０日（月）銀座の時事通信社ホールで行われた様子が動画で紹介され

ています。小新中学校の授賞とスピーチの場面の映像です。 

（３）文部科学省 「ギガスタメルマガ」第５１号 学校の取組例 

  令和５年１１月２７日（月）「【特集】1 人１台端末の活用が進んだ学校はどうなってい 

るのか」の記事で、紹介されました。 

（４）理想教育財団 「季刊 理想」通巻１５０号 冬号 Close up 

  令和５年１２月２５日（月）「【Close up】探究学習を通して、未来につながる能力を育

成する」の記事で、紹介されました。 

（５）小学館 「みんなの教育技術」 生成 AI 活用教育 

 

 

 

２ Apple アプリ book 小新中学校 未来防災小説発刊 

 文部科学省動画で紹介された「未来防災小説」が無料でダウンロードできます。拙い作品

ですが令和４年度・５年度７クラス分の短編小説をお楽しみください。 
       

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※お知り合いの方にもご紹介いただけるとありがたいです。これまで、無料ブックの世界ベ

スト１００に入ったことがあります。SF 部門にしぼれば、世界一になったこともあります。

よろしくお願いします。 

① 検索に「小新中

学校」と打ち込

む。 

② ７クラス分のデ

ジタルブックを

無料で購入 

① iphone または

ipad で book ア

プリを入れる。 

② タップして右画

面に 

（２）教育奨励賞 （３）ギガスタメルマガ （１）文科省動画 （４）季刊 理想 （５）みんなの教育技術 
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3 Apple 社作成の新潟市の取組紹介（HP・YouTube） 

（１）Apple 社のホームページで紹介 

    令和５年の１２月に撮影された新潟市教育委員会の取組として、市内の小新中学校・

光晴中学校・大野小学校・新関小学校の取組が紹介されています。日本の代表的な iPad

活用教育として世界で同時に配信されています。下の QR コードからご覧ください。 

 

 

 

 

 

 

 

（２）Apple 社の YouTube で紹介 

   ホームページと同じ内容とさらに新たに１本、計３本が YouTube でも紹介されていま

す。①②は（１）と同じ内容ですが、③は少しアレンジされています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

（３）Apple 社が「ｘ」で紹介 

上記の動画をアレンジしたものが「X」でも紹介されています。「X」で「Apple Education」 

  をフォローするとその中にあります。下記 URL からでも見ることができます。 

https://x.com/AppleEDU/status/1781472853210325449 からご覧ください。 

 

※ 以上、６本４種類の動画の中に小新中学校が登場しています。お時間のある時に、ご覧

いただけるとうれしいです。よろしくお願いします。 

①新潟市全体の説明 
②先生方の感想 

①新潟市全体の説明 ②先生方の感想 ③活用状況のまとめ 
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第 2 部 グループワークについて 

 

テーマ 「地域の未来を支える防災をどう創るか」 

 

 「防災」はまちづくりにおける根源的なテーマのひとつです。 

 近年、地域コミュニティの衰退が危惧される中、この防災についても十分に住民同士の

意思疎通が図れていなかったり、そもそも暮らしの中にそうした意識が芽生えにくくなっ

ていたり、ということが指摘されています。 

 一方で、ゲリラ豪雨や大きな地震の頻発、酷暑と渇水、極端な大雪など、高まる災害の

リスクに対して備えることは持続可能なまちづくりをめざす上で喫緊の課題と言えるでし

ょう。 

 今回のグループワークでは、様々なバックグラウンドを持つ参加者同士で、「地域の未来

を支える防災」のあり方について３つのステップで意見を交わします。 

導   入 一人ずつ簡単な自己紹介をお願いします。（５分くらい） 

 ステップ１ 望ましい「地域防災」の未来像は？（15 分くらい） 

 ステップ２ その未来像を実現するための課題は何？（15 分くらい） 

 ステップ３ 課題を解決するためのアイディア（15 分くらい） 

 ま と め ステップ１～３の要点をグループ毎の「収束シート」に記入してください。 

（5 分くらい） 

 グループワークを進める上での注意事項 

・意見交換の流れを見えやすくするために「えんたくん」を使用します。ご発言の際には、 

そのポイントを「えんたくん」の上に用意してあるカラーペンで書き残してください。 

・お互いが気持ちよく発言できる様、一人でたくさん話しすぎないようにお気をつけくだ 

さい。また、他の人の意見を否定するようなご発言はお控えください。 
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(3) (4)

(5) (6)

(7) (8)

グループ討議・班別収束シート（一部抜粋①）
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(11) (12)

(13) (14)

(15) (16)

グループ討議・班別収束シート（一部抜粋②）
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当日の様子 ①
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当日の様子 ②
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